
栃 原 岩 陰 遺 跡 の 考 古 学 的 概 観

大 参 義 一 ･佐々木 明

(1)遺 跡 と 層 位

遺 跡

この小論の目的は,1982年出前に知られていた栃原岩陰逝跡の廟位に関する帯情報を,

1965-1978年の間の15次にわたる本地跡発掘調査の総合的報告宙が刊行されず .).同位が完

全には把瞳できないことと.197時 まで甲薦掘部分に推測される層位と1983年に判明した周

位との間に腐著な不一致が存在したこと_は,本近称の全体像を理解する上で大きな支障とな

ったoそこで,1983年の調査報告宙の絹張頚任著だった大軌 同報告鞍の分担弗同執覗者だ
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回2 栃原岩陰迫跡 地形ntj丑回

(梶田醍堆 原回〔大金拍〕198咽 1I1)A･由･Cは註10参照

圃3 栃原岩陰周辺誼跡国 (純真早 ･前期)

･つた佐々木,および学部学生として発掘調査に創 口した大学院学生松本建速榊の三人が,こ

の間題を解明する作業をすすめた脚.その結見 本迫跡の考耳学的特性を説明すべき結論な

えたので以ー下に略述する｡

現在高地素面からの観察によれば,三つの小岩陰を西南-｢粛北方向につらねる一大岩陰迫由

である(回2).大岩陰金蕗の開口部は東南をむき.その甲南端から剰 摘 までは約30mに達

する｡この大岩陸は,千削 ltの支流である相木Jlrおよびその支流の両岸に形成された岩陰群

- 相木川岩陰群の一つである｡相木川岩陰群牡鹿群世前期末の八ヶ岳火山群の噴出活動に
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よる相木川泥流も 奉迎跡に東南接して流れる相木川およびその支流が浸食して形成された(11｡

本迫跡を中心とした10kmの半径内には (国3),八千粒村の地の平 ･南牧村の野辺山に

各々先土器時代追跡群がある｡しかし純文草創期の迫跡は蕃迫跡のみであるO早期迫跡には

奉迎跡のほかに.相木川沿いの小海町本村の御所啓戸,千曲川西岸の小海町地史の地蔵平 ･

芦ノ平 ･穴沢,千曲川上流の南牧村大芝の志なの入洞虜が加わる｡前期には,早期から継a'

する追跡のほかに,相木川沿いの北柏木村坂上 ･宮ノ平,相木川の支耽親沢川沿いの小海町

親沢の坂下,相木川の支流南相木川沿いの同相木村日向の蟹沢~.中島の臨串 .和田の大師迫

跡が加わる｡中期にはここで言及することができないほど多数の辿跡が展開する｡尭追跡に

桂めて近い地点では,隣接する現栃原鵜拓の旧学校故地に中期迫跡がある｡

1965年11月23日の奉迎跡の発見から,西沢の1982年文献に至る17年間の東北跡の調査研究

経通は.別稲 〔西沢 ･佐Jt木,1984)で述べたのでここでは繰り返さず拘,その後の発展の

みを簡単に記す｡198時 10月27日から11月7日まで凱6次調査を乗施した0,i,の成果報告田
が 〔大参編〕1984年文献であるO-調査捕間中好天にめやまれ,地表観察では主岩陰のように

みえる部分の西南端を発掘し,歴史時代から早期未にいたる丑物包合同を憐歪に調査し,蘇

迎跡の調査としては始あて詳細な層位国を作成した｡1984･1985両年には,略乳動物迫存体

の研究 (宮尾他,1984a.ち.亡)がさらに進んだ性か,西沢1982年文献の協力者だった宮下健

司 (以下敬称略)が迫跡の性格を考察した論考 (宮下,19B5)杏,宮尾蹴雄 ･西沢寿晃が本

地跡の動物相に関する記_事 〔宮尾 ･郵R.1985)を蒐襲した｡

〔註)

〔1) 香原意勢が総合的報告缶を共成中だったが.当小静作成にはその成果を利用できTJ:-かった｡

〔2) 備州大学大学院人文科学融究掛軸域文化称攻

(3) 大金錨の1984年報告額作成時に収典した資料を重要な僻報源一とL,松本が収貼した追加賛料等を

加えて佐 木々･松本が内容を検討して原案を作成し,大参がさらに考案を加えて叔終柄をまとめた｡

(4)郷原.1966,摘井,1971,八ヶ岳団体研究Fルーブ,1978番臥

(5) 北相木村内の由辺追跡の調査報告捗である〔由井茂也踊〕1981年文献に首及する必要があった｡

田沢1982年文献を文献目録にのせなかったのは混紡荊作成段階の手蕗もだった｡

層 位

1965-1974年の発掘部分だった岩陰西南部の層位 (図4･香麻他 1973:p.135)脚と1983

年発掘部分の層位 (国5･席軌 1984:p.15)とは,屑厚約60cmの未発掘過物包含層を中

間にはさむと考えられるが,基泰的には述蹄的であるとみなしうる川｡発掘調査開始時〔1965

年)に岩陰西南部にあった堆柄物の亜上部50cm鞘が拙乱層だっ七のは,並歯出土状況 (西

釈,1982:pp.582･583)から容易に判断できるO同50cm_以下をIl広軌文早期 ･.草創期の未

撹乱屑とみると本追跡の全体像を理解しやすいO一生面的な撹乱をう~けていない岩陰西南部迫

物包含屑の聴上部 (早期中兼相木式)と1983年発掘部分濃下部 〔早期未森痕文)との間には

此高が1.5mある｡この1.5mの空隙の1/3強は東痕真申:どの丑物を包含する早期鎮半の未売

掘文化周が介在していると考えれば,容易に解散できる｡一比高の2/3弱は,岩陰内の地裏面

に草創期の岩陰利用開始以前からあった慣斜により,1983年発掘部分の退物包含屑全体が岩

陰西南部の迫物包含層主体よりも高かったこと駐輪すべきだろう脚o

岩陰西南部と1983年発掘部分の層位が姪ぼ速蹄的であるとの虫鉾的解釈に連するまでには
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国4-栃原岩陰追跡 西南部中退榊 ･迫物出土状況

- 用語 ･表記とも原国のまま抱概-
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1 北壁屑序国

2 再生周序国

3 兼壁周序回
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回5L栃原岩陰追跡 1983年発掘部分の層位

(穂軌 1984:p.15回 2-1 トレソチ両壁 ･北壁 ･東壁屑序国)

いくつかの仮説を考えざるなえなかった(9)｡検討をすすめた結果.現在の地表面かLbの観察

にとらわれ,1983年発掘部分を含む岩陰京北半と岩陰西南部とが,レベルは異なるが基本的

には同-の層位構造を有し相互に独立した唯班である.とする前提が論理的混乱の原田であ

ると考えるに至った｡痕終的には,現地蓑面からの観掛こはとらわれずに,岩陰西南部と岩

陰東北半の間には層位を不適蹴にする岩壁の乗出部分はなく44,~栃原岩陰全体が層位の迎錠

的な単一の追跡を形成すると考えるべきであり,この解釈によって本追跡.の全体像をより正

確に理解できる,との結論に適した｡二つの発掘部分の層位を連結した全体的な層位柵造を

想定することにより,本迫跡の逝柵 .退助の出土状況およびその意味を.これまでより正確

に理解しうると考えられる｡

この迎綻層位構造を他の岩陰迫跡の周序と比較しても大きな矛盾がない｡本過跡に比較的

近い岩陰追跡で周序が頗似する由は,早期退助の出土が報告された環も近い前例である長野

県小県部其田町菅平の陣の岩岩陰追跡と,茅野市柏原由栃窪岩陰迫跡である｡陣の岩遺跡で

は地襲面から中期甲文化屑 (第6層:早期池物も混在〕までが約125-180cm.地素面から

前期文化層 (第7,8層 :8闇では早期近物も~混在〕ませが約145-210cm (蓑1:丸山,

1968:p.424),栃薙追跡では中期文化層 〔第7層 :前期も混在)的までが約60-90cm 〔蓑2

宮軌 1966:p.73)であ■り〔前期文化周.旺ない),前脚文化周より上の層序は奉迎跡の中期

-220cmと基本的には同一/{タ,iI/を示す｡ただし陣の岩,栃喪では韓 ･晩軌 弥生時代の
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蓑､1 陣の岩岩陰退跡の層位概念蓑

土層怪 m!f 出 土 退 助
土 韓 個 体 数

褐 色土層

盟 色土屑

洗褐色土層
赤褐色土層
褐色土 層

黙視色土屑

箱色土周

灰 屑
黒褐色土層

岩 盤

寛永通宝･土師静

弥生式土器 (中期 ･後脚)銅釧･石銭･倣
骨片

(前期･中期･後1m)石皿･石斧

純文武土器 (前期･中期〕･石妹 .スgレ
ーJ<-状宕器

桃生武士辞 〔前期)

純真式土器 〔早期･前期)･石鎖 ･骨角器･
装身具･猷骨片

土師隷 3

弥生式珪期 44以上
同 中期 40

縄文式按期 10
I/ 中3912
// 前期 8

拙文式中糊〝 前期
純文武前期

鈍文武前期
q 早期

6

8
1

9
11

〔丸山,1968:p.424 酔1藻 屑拝と出土地物由開床一党)

表2 析窪岩陰光跡の層位概念衷

層 位 l 屑 厚 l 資 料

第 1田

第 2倍

第 3周

知 4屑

第 5屑

第 6屈

筋 7屑

第 8倍

計

10cm ･･

3cm

7cm一二10cm

lOcm～20cm

7cm～18cm

20cm

30cm～40cm

1.13m

陶群,磁辞,当小判

焼灰,木炭

一文銭.陶辞,磁器,弥生式

陶軌 磁軌 弥生式,鈍文晩期

弥生式.縄文晩M,中期,前糊

鈍文各乱 妹骨片

孤文前期.中期.

小磯混入

(官乱 1966:p.73)

出物包含屑があったのに対し,.奉迎跡では当醜期の退助を含まない的O-早期 ･草創期迫物包

含屑の発達した岩陰 ･洞穴迎跡では,後 ･晩期,弥生時代のうちの少なくとも一期の文化層

をみるのが一般的である的から,当該期の造物包含屑の発見されていない本追跡の屑序はや

や特異である｡

上記の考察から復元した栃原岩陰全体の層序に対応する逝耕 ･逝物な'ど忙ついては後述す

るから,こらでは岩陰西南部堆戟層最上部と1983年発掘部分上半の撹乱過程に言及するにと

どめる｡岩陰西南部は岩陰他部卦より岩庇が低いので早期未までに旺ば完全に埋辞した｡そ

り時点で特早期後半から早期未までの出物包含層が墳上部にあったが,前期以降の再利用の

際に狭く･なった空間を拡張するために,億上部のかなりの部分を岩陰外に排除した｡利用の

中断 ･再開を(-りかえす同性,早期後半の退助包含層は完全に失なわれた｡断抗的な利用期

間中に堆辞した純文時代前期以降の出物包含層も発掘調査開始直前までの度盛なる利用再開

時,P坤F土され,あるし丁は崩落して完全に失なわれたと考えられる朋.また1983年発掘部分の
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2-11周では早期 ･前期 .中期または早期 ･前期の地物が拙乱状態で出土した｡前期以降の

断紀的利用時に地表面を不断に調盤し,各利用再開時以前の早期を主体とする地物包含屑を

蛇乱するとともに自らの関係地物を多少加えつづけた結果である｡

〔註〕

(6)西沢,1982:pp.582･583の出土状況回が禾光跡の木質を理解する中には有効だ那.寄原他,

1973:p.135あ回は1965-1978年のr乱 岩陰西南部発掘作業の中心的担当者だった小松塵が直射乍

成したので,ここではとくにこの国を選んだ｡

〔7) 島根県小松洞穴逝捗では比拓約3.5m･水平距離約4mの仕掛こある二つの発掘部分の同位を迎

枕的とみなしえた(山本,1966).この小論で考える禾追跡の層位排道とよく似た解釈である上に,

二づの尭掘部分の比荊･東平距離が奉迎跡と蛭ぼ等しい｡

〔8) 草創期の岩陰利用開始以前に.岩陰奥を中心に相当丑の崩掛こよる枇群があり.･岩陰典から開口

部さらに相木JH河岸にむかって斜面が形成されていたと考えられる (碓井久堆故)｡

(9〕 岩陰西南部の周任国等を利用できないので,この部分の回位柵道を1983年発掘部分と同一とみて,

岩陰西南部の出物包含屑の上 ･中部が純文中期以降に全面的把乱をうけた可健也まで槙射した｡も

ちろん逝跡によって嘩発掘調査開始当時の地表面から直掛 こくたとえば岩手Lrl,;蛇王洞洞穴,江坂 ･

荘軌 1966:pp.75･76〕または純真前期以降の稚い文化周を介して (たとえば新潟県壷谷洞凡

山本,1966:pp.105｣107)早期文イヒ同がはじまることがあるから･.岩陰西南部の地物包含厨のみな

らば捉雑な任説を考える必要はなかった.

〔10) 相木Jrl岩陰群では,現在の地表面からの観掛こよれば岩臨了即ヒ半の主賓な岩陰にみえる■部分に対

応する上部の20mノッチの開口部が,岩陰西南部に対応する下部のノッチの肝口部より山佃に入っ

ているのが一般的{･ある 〔八ヶ岳団体研究Fループ,1978:p.66)｡ i.かし,栃原岩陰では下部の

ノッチが深(山側に入って20mJpJチの直下を大き(A(･って大岩陰を形成する｡つまり栃原岩陰

内の上部のノp/チ群と下部のノッチ群の間には岩壁の大きな矧出がないとみる以外に,岩陰西南部

と1983年発掘細分の層位が迎枕的であることを説明できない｡■現地袈田から旺主な岩陰に与えも岩

陰東北半の20mノpJチ相当部分軸および1983年発掘部分に西南接する小洞穴樺部分跡 t,岩陰田南

部の近称 r:奥の院｣帖と同様に,唯8-t鞄を取り除くと,ゆるやかた起伏はあるものの全体としては

迎競的で,岩陰内での生活上は鉛直とみなしうる大岩壁の中空にえ(･られた世数由J yチのうちの

二つにすぎない,とみられる｡ (圃2･図6参照〕

(ll) 2-5周にも早･中期迫蜘 確 在するが換地退助を舎むの七捷抑の ｢文化屑｣として,引削i中

期以前の時代の地物を含むので中細の ｢文化周｣とした｡以下同様.

(12) この他では須坂市来の石小屋洞穴迫跡でも尭掘開始当時の地表面に中期文化屑 (早期 ･畢別期近

物も混在),20-30cm下に草創期文化屑があり(永軌 1966:p.169,回のCD･EF尭点附近),蘇

地跡と部分的に似た屑序をしめす｡

〔13) 鼎外では秋田県岩井堂岩陰(山下,1966:pp.39-44)山形県火箱岩下洞(柏倉'･加藤,1966:pp.

57･59〕p･宮崎県出羽洞穴 (鈴木,1966:pp.301⊥302)などがある｡

(14) 弥生時代の迫蜘 坤 丑だが発見されてpいる 〔小払 1966:p.8)ので.弥生時代以降の近衛は多

少なりとも,残存していたが,1939年に鼎適を硯位樫に阿設した際に.大部分が崩落して失なもれ

たともみられるoただし,早期宋以降でも.何軸 l由El由で堆群物中に穴を娃つて埋納すれtf,埋

納地物および埋納作業時に落ちこんだより早い時代由迫物が混入して.岩陰西南部由発掘調査開始

時F.=同部分の-50cm以下周に虻乱状腰で鼓在した可能性がないわけではない｡
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恒) 過 .樺 と 退 助

遺 構

本地跡で発見された迫掛 よ炉跡由 (うち岩陰西南部61) ･出土67(同63)である｡炉跡は

すべて早期宋以前の文化層中で発見され,約半数弱が早期の石鼠炉的,残 りの半数範が草創

期の鵜石炉的である的｡焼土札 中期 2二前期 1(いずれも1983年発掘部分)の持力厄 すべて

早期宋以前の文化田中で確認され,半数弱が早期 ･半数範が草創期のものとみられる｡岩陰

西南部では-420-460亡m部分を除き鱒,焼土が多い部分 (-220cmより上 ･-2印～280cm･

-370-400cmI-500cm以下)では炉跡が少な.(,道に炉跡が多い部分 (-220-250cm ･

-280-350cin)で旺焼土が多(.,時掛 こより岩陰の 〔少なくとも)この部分の利用方法が

異なったことを示睦する牡 迫柵の出土状況で理解しがたいのは,早期中葉前接の文化屑に

･相当する岩陰西南部の-50-200cm部分に炉跡がない点である軸｡

(甲

(15〕 総数26だ輯 葎20で述べるように岩陰西南部堆軒周上部2m〔うち痕上部50cm弱は明瞭な撹乱厨〕

粧あサたが朱なわれたとちられるものを加えると,早期の石組炉は50以上とみつもられ,革創糊の

iJi石炉の約1.5倍に連すると推定される.
∫

く16)､石組炉で旺ない｡｢非常に小さな石を･- Mt･るっとならべた｣〔香原他 1973:p･15B〕炉跡なの

-で鵜有炉とした｡

(17).総数37｡.-440-490cmに典中する｡.

(18〕草創期出物包含厨の中間部分では非声炉の発達が不完全で蚊土との散別が困難であり,同叔下部

･では非石炉が全般的に未発達で旋土とみなすづき都側が争いのだろう｡

串が,岩陰酉市部の過榊からほ草創期末 ト400-420亡m〕･草創期早期境界捌 く-350-370cm)

に長期間の居住中断があった可嘩性も碍摘しらる｡

(20) この特典的現象は,岩陰甲南部唯戟屑上部のかなりの範囲が早期後半以降に撹乱草れ,故等部分

の石阻炉の一部が失なわれ一部が部分的に破壊されたのに加えて.当競部分の発掘速度が不自然に

一速かっ串 (柴作業日1日あたり40-50cmの速さ{･掘り下げた〕ので,琴掘作英中に炉跡の択俗塵

が布くなり焼土と誤認した.と考えてよいであろうか･(証14参照)｡

土 】ゝ器~

±琴の主体は草創期 ･早期だが,比轡的少丑の前 ･中期および中 ･近世地物も知られてい

る由｡層序の痕上層 〔198時 発掘部分の碍1屑 丁屑厚60T-67cm)からは中 ･近世の内耳土器

那_出土t!た誓｡_壁上圃直下 (同勢2層 ･周厚10-145亡m)からは中期前半年上び末弗の諸型

式の卓串が若干丑の早 ･前期嘩野牛とヰに出土した甲で,早期の生活面 (擬革)を前期の利

用者が再三概乱し,･草ら忙中期に複数回撹乱をうけ.そのあとは撹乱されなL灘 腰がつづい

た中期の文化層と判断できる.中期文化周甲下の部分〔同好3-13屑 :屈原45-60cm)には

前期と早期の藷型式が混在するので,早期の生活面 (複数)･を前期利用者が再三撒乱したあ

と撹乱のない状借が継杭した前期の文化層と判断で.きる出o前期文化周の下(同第14-20周り

では早期申請型式が混在し,早婚l後半の生活面 (碇数)を早期米の居住者が破壊して生活面
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(複数)を形成したものと判断すべきだろう.

早期末の文化層の下には1983年発掘部分と岩陰西南部の相木式土器出現部分との間に存在

する未確認の早期壊半期相当層が入る｡本迫跡以外で相木式主解の出土をみた唯-の迫跡で

ある成田市恒JIr追跡では,相木武士辞に粕畑式土器が撹乱状腰で伴出する (鹿田市教育蜜月

会,1986:p.伯)ので,相木式をやや古くみつもって茅山武または四声下層式と並行的と
みなすべきだろうoこの解釈によれば,未確認中間層に包含される土掛 も 田戸下周式摂似

の免痕文系土器であり, この屑は全体として早期後半の文化屑であると考えられる田｡早期

中葉以前の土掛 まほとんどすべてが岩陰西南部から出土し,出土状況は閑適文献に要約暮れ

ているので,ここでは繰 り返さない｡ただしこの部分から出土した押型文士-#が細分類され

ているのに対し.尭痕文系土器が細分塀されずに一括分類されてし1るのは,それらがやや少

数例であることを考慮しても理解しがたい戦

'園4で同一型式土器の出土深度に大きな巾のあるのは早期 ･草創期の生活面が岩陰奥から

相東川河岸にむも､って慎斜していた結果であるo同一型式土井の出土深度の巾からI早期の

生活面の備斜は水平距離1mにつき20cm範とみつもられる切Oこの数値から概井すれば,岩

陰西南部の進物包含屑全体と1983年発掘部分の丑物包含同全体との間の此高約1.5mのうB,

二つの退助包含屑全体の間の水平距離約4mに対応する約90cm弱が崩諸により形成された

崖錐面状斜面による比高で説明される｡L残 りの60cm強が未確認中間層の屑厚に相当するか

ら,早期後半の少数の型式に対応する生活面 (政教)の存在を想定することの妥当性を確認

できる｡

(亜〕

(21)'少なくとも勧印地軸 滞在したとみられる (荘13軌剛 性か,土師器以時の過伽 噛 掛こ少ない

のも例外由である (琴22番照)｡
(22) 内耳土器を也評に利用した例があり.この土辞の出土を岩陰西南部堆群周上部からの多血の人件

出土及び同部分の (特に牡純による:証14番澱)捷乱の可鰭性と考え併せると極めて示唆的である｡

1983年発掘部分の軒1周相当部分は,同原に蓋はあっても岩陰西南部にも存在したとちられる｡時

報燐で一切言及しないのは,1939年の崩港で失なhれたのか,またほtの部分の尭掘方法に問題が

(23) 包含退助が早期の-型式に限定される厨があるあで.前淵挿脚 部増 陵内童顔を撹乱しなかった

とみられる｡またLこの部分では下層性ど満期の土群の様式が古い悼向がある｡

(24〕 1983年の発掘調査では早期横半の文化個に適さなかったので周厚を示せない｡

(25).粕畑式と相木式の伴出状況は相木式を早期未に位荘づける必要性を示唆LT亡いるのかもしれない｡

この解釈によれば,相木式土執土西南部岩陰中也乱排土なま中がれた早期罪過物の残存とみなされ

捷乱による明瞭な拓も込みと考えられることを考慮すれば.相木式土井が残存早期革退助であると

もみられるから,この塾責を早期末に位旺づけるべきなのか.もしれない｡この解釈を採用しても未

･るだろう｡

(26)岩陰西南部から出土した集棋士の大部分は押型文と並行する複数の型式の尭痕文 綱 車･戸沢,

1965:p.121) で,1983~年轟軸 掛から'畑土した粂揖女の諸重責とは大き~く正祝したいものと考え

るj<きだろう｡国4にみるかぎり,~押型文中各型式由出土深度ビ一gと集碇文の同ビーFがある避
妊一致することは=Iの推定を都政する｡
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(27) 押型文のうちの山形文の5つの出土深度ピークのうち蒋小の170と政夫の370との蓋を岩陰西南部

の奥行き約10mで臨した値｡押型文の他の出土深度tiL クの幅旺もっと狭いので,押型文の細分茄

.を指標とする生活面のうち山形文の時期の生活面の良が岩陰西南部位奥部から虎も州側の部分まで

広が13ていたと考え,この罪出方法をとった｡早期前半の他型式の土罪でも出土ビ-Fの位未深度

と最小深度の蓮旺2m範の掛こ入るから,1mあたり20cm範の慣斜は妥当と考えられる｡

声 等

本迫跡から出土 した石掛 ま15毛かこ及ぶ性か使用 ･調整痕のある剥片も少な(ないので,こ

こでは二部について略述す卑余裕しかない｡性とんどが盟曜石製の石銭は全屑から間断なく

出土し,やや大型や入鹿に調整された無茎石鮭が金屑から出土した性か多数の顛型を判別し

う岳が,早期の各層ではやや大型の鍬塾錠 ･局部磨製辿Ⅴ字型鎌が,草創期の各層では小型

の三角形鑑およびその両側をうちかいた変形タイプが,それぞれ特徴的であも牝 早知を特

徴づける石器は黒曜石製由石緋!石匙 ･サイドス′クt/-パー,および各範石材の尭頭番 .白

紙両を大草く由こす大型スクL,-/<-であり軸,草創期を特散づけるのは花樹岩質砂岩軸の

I(とtに有非〕庭石 〔各概形状)1･鹿山岩製の磨石と凹右 (草創期上平部のみ) ･尭嘘石製

のピエス主スキー-串よび関係する石刃であるo草創期に多い割 罷石製のラウソドまた畔サ

A.ネイルスクL,,-,i-ほ少数が早期文化層からも出土する榊｡黒曜石を主体とする如剥片は

金屑から出土するが石駐印土丑の多い部か こ封真申する傾向があるO

(註)

(28〕 一般型触笠石鉄は長さ2-2.5cm幅1.5-2cmで下部ほど小型化する傾向があ1),鎌形掛ま2-

2.5cm･1.5-2cm,逝Ⅴ宇型蛙 〔周部磨掛王道凹部)は長さ幅とも約2cm,三角形掛ま1-2Fm

･I-1.5占m (ただし長さが幅より大きい)大である｡草創細に小型崩紬埠 いのは.この部分の和

.乱動物相が審歯EIを主とする小型散に多少煩く(宮尾他.1980)ことと開床し,一般型無墓石虹は

金屑から出土するイノシシ･シカの狩猟と対応するものとみることも{･きる｡

〔29)一恵臨西南部の上部のみから少数が出土した石皿･石斧旺早期中葉の過物とみるよりはもし早や中

経の時脚 の造物の地乱･混入と4,るべきなのかもしれない｡

(30) このほかホルソjr五JL･ス匙の-./17-ストーンが早期･草創期の文化厨から少数出土した｡

〔31〕 1983年発掘調査で旺各唖耳岩剥片多数に任用痕･調亜痕を認めた｡

骨角牙製品

■早期 一･草創期の迫物包含層から田332点 出土した豊富な骨角牙製品は本迫癖を特徴づける

重要な要粟である｡その半数以上は,鹿の長管骨 〔草創期ではニホソザル尺骨を加える)を

素材とト,縦割りh･研磨 ･'基部穿孔を施した共額器である｡尖頭器にはとく.に草創期文化屑

で半製品および基部 ･縁辺部施文 などがみられ,｢骨針｣様の小型具 (約3-5cm)から素

材骨の白熱両を大きく.のこす大型 (約12-15cm)の刑突兵まで多様な撰塾がある｡ 尖頭器

と同素材を用い製作工程の各段階の半製品をふくむ釣針が尖頭掛 こついで重要であり,さら

中辛牙製装飾品 て牙斧 .骨匙などの出土品も本追跡での製造を想像させる｡この性かに複数観

の海産見製の装飾品や,層具ではないが加工痕 ･使用痕のある鹿角が多数出土し年｡骨角牙

製品は早知始めから前半にかけての生活面が集中していたと思われる部分および草創期の生

活両雄中部分に大丑にみられる｡骨角牙製品の良好な残存状態は奉迎跡の-特徴である揮い
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木灰周の操存効果によるとされてきたが,木灰屑発達部分と骨角牙軌 Pp地中部分とは必ずし

も一致しない由｡

〔註)

〔32) 1983年発掘部分の前期文化屑からtll土した骨角牙製品数点旺前期過物ではなく,一混入した早期退

助とみられる｡

(33) 骨角牙軌品の残存状態が良好であったのは.少なくとも当態退助の大部加 工木灰屑中にあったか

らではない.当醜地物から一定距掛こある木灰即 洞 蛙的に残存状態を良好にさせていた可能性は

認めるが,むしろ本迫跡の冷涼少雨な先暁環境,雨水を大きな岩庇がふせぎ拭･鞠水のない岩陰内

の乾燥した条件が加熱地理済みの骨角牙割晶をよ(残存させた韮本的条件であるとみるべきである｡

岩陰西南部-400cm附近から出土した幼児人骨が木灰層から出土したとの記述がないこと,未配周

の存在しない所からも大丑の動物骨が出土したことなども.木灰即 珊 角質の良好な残存状噂の牡

定的罪因ではないとの考えを補強する｡灰屈が残存状態を良好にする直接的かつ決定的な要因と考

えたのは,岩陰西南部の比較的浅い部分の木灰周中から牡中出土した成人人冊が伴出地物帝から設

定した年代に(らべ,新鮮fi:晒骨と見紛う旺どの不自給に良好な残存状腰にあったことを脱明する

のが目的だった.,つまり地中出土成人人骨が早期宋以降の唖納撹乱 (証14･20参府)による此硬的

新しい人骨と考えれば,木灰屑を骨質の大丑逝存の決定的粟国とする不正確壮観明を加える必要は

倣初からなかった｡

(3)遺跡の形成過程と利用変化

遺跡の原状

岩陰西南部の層位関係情報と1983年発掘調査の層位とを総合してえられた本追跡の周位柵

道を上記の迫拙 ･迫物の出土状況等と照合すれば,本追跡の際立った特徴が明らかになるB

木迫跡の全周序の荘下部 (屑厚計約 1-2m〕=ほ草創期の,金屑序中 ･下部 (層厚計約4-

5.5m〕叫王早期の,確認された全屈序上部の大半 (屑厚計約0.5-2孤)は前 ･中期の文化屑

である｡全層序痕下部が草創期の,全周序中 ･下部が早期の居住の中心として用いられたの

は明らかだが,他の同時描出跡にくらべてこの部分が極端に重要であることから,奉迎跡の

早期 ･草創期の利用形掛 ま他の同時期追跡に(らべ極めて定住性が高かったことを指摘でき

る｡木造跡の形成過程 ･利用の変道についての考察をすすめるのに先立ち,まず近代的破壊

を受ける直前の卒逝跡の広がりを在原する必要がある｡

1939年の県道開設にともなう破壊をうける直前の本追跡迫物包含層は,全体として岩陰奥

部を頂点とする社告珪錐面状に唯群し,末端は相木Jll等におちこんでいた 〔図6)｡岩陰外

では雨水などにより堆群が変形したが,全体的には岩陰内と岩陰外とが連枕した退助包含層

を形成していたとみられる輯o この道枕的な変形社台崖錐面状堆融の藻屑のと,ころどころに,

純文早期末以降の各期の拙乱層がモザイク状に形成されていた｡

(註〕

〔34) 虫下部は岩陰西南部,確認された上部は1983年発掘部分のみの厨厚O申･下部は岩陰西南部の約

3-阜8mと未確認中間周東よぴ198時 発掘部分の約1--1.7mを加iた周夙

(35) 岩陰内の投合崖錐面状部乱 岩陰外の轟斜而部分 (河岸にむかうヰや見な慣斜と]目上･北東から

■川下･再西にむかう軽やかな僻斜を併わせる).岩陰内部分から岩陰外部分への移行部分〔岩陰内と
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レ巧 蒜 原蛸 の一部)

図6 栃 原 岩 陰 追 跡 全 紫

(上 :東南より投影,下 :原状説明図)

図 6 凡 例

太線内 A 証10参照

(現状) B 〃

C //

p 現在の岩陰内平面

R 岩庇

p rが失なわれ堆敬の

一部が流失してmと

連続的になった旧岩

陰内平面 (退物包含

周残存)

r 失なわれた岩庇

細線内 S 岩陰内通物包含屑

(原状)
(大部分残存)

t 岩陰外迫物包含層

(大部分消失)

m s･t移行部分

( // )

f 相木川等への朋落急

斜面 ( 〃 )

岩陰外の比高のやや大きい岩陰西南部でやや急),相木川に崩落する急斜面部分の4つが連続して

いたと考えるべきだろう｡

遺跡の形成過程

少なくとも4,000m3弱に達していた田迫物包含層からなる本追跡の形成は,相木川の川砂

の上に草創期の文化をもった人々が居住したのに始まる｡利用開始時には川が岩陰に近く,

崩落による崖錐状堆掛 ま発達せず,岩陰内の地表面候斜は1mあたり2cmをこえず,草創期

末でも1mあたり10cmをこえなかったものと概算される軸.岩陰内の傾斜は崩落と居住とに

よる崖錐面状堆街の発達により,早期末には1mあたり40cm弱即に適した｡草創期の逝物

包含層には後援する先史時代の雌乱が比較的少なかったとみられるのに対し,早期以降では

後接先史時代の撹乱が次第に増加し,とくに早期末以降の文化層ではそれ以前の時期の迫物

が大量に混在する原田の一つ榊は,当時の地表面の便斜が居住にやや不適当になり,利用に

際して地表面を不断に調整する必要が生じたことに求められる｡中期の地表面は1mあたり

60cmの傾斜をもっこともあった抑ので,後期以降に利用する場合には,単なる表面調整で

はなく,-定盤の排土により水平に近い面を人工的に造出せざるをえなくなった榊｡図7に
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上 ′ 段 和佐

回7 栃原岩陰周辺迫跡固 く純真睦,晩i臥 弥生)

みるとお7),本地跡の周辺には後 ･晩期,弥生時代の過跡があり,草創期 ･早期の地物包含
1

層の発達した岩陰追跡の多くが/後期以降の少なく■とも一期の文化屑を有する的ことを考え

れば.後期以降の本迫跡利用によF)唯群した部分榊は,近代に至る間に盛 り返し岩陰外に排

出きれた的 とみるべきであるO

〔証〕

(35)周 在よりもやや広かった岩庇伽 00-900m8(現在部分500-6001n3),岩庇外.JrI樺まで3,000m3

(現存部分550-600mS)と概辞される｡このうち1939年中破塊で琴庇外2,500m3, 岩陰西南部の売

･掘調査で200m3が失なわれた｡

〔36〕 衷宗純文土器の出土状況からの推定値｡なお証27参照｡

(37〕 19日牛鬼掘部分の層位慣斜度からの推定値C

〔38) もう一つの庶国は,前期以降の全般的な伍向である岩陰利用の血蛮性減少にともない,各期の利

こ.とである｡

(39〕 198時 発掘部分の和田文化屑 描 2･周)の下両が川柳こ魚価斜している酬こ対し,同上面が水平

･に近いのは,後期以降の水平面遊出の結果ではないかと疑われる｡

(40) 岩陰西南部の状況,他の岩陰追跡の状況から考えて,合計0.5-1m嘩庇と-みられる｡なお現在の

地安田からは主岩陰に与える部分の慕土を排除して両をおいたとの佳良の伝承がある｡

岩陰利用の変遷

以上~で明らかなように,栃原岩陰の利用様画 王大きく三つに区分されるO (i)草創期 ･早
〕かこ住居として用いられたの札 この時知の岩陰利用の全敗的傾向からみて間遮いな(,盗

電な軌細物迫存体,大丑の逝耕 ･迫物の出土などにほ定住的色彩が浪厚である｡奉迎跡を坐

活の中心とする人々が克蕗地方等と交易関係におった可能性もあり 〔宮下,1985:p,460),1

当該期の卒迎跡が.中部地方のかなりの部分と関東の丁部にわたる生活圏をも?典田の居住拠

点だったことを想定する.のも困難ではないだろう附｡(ii)前 ･中期には,工の時点で壇群が

ほぼ完了していた岩陰西南部を除く部分_を主として利用したが, 一時的利用の反攻にとどま
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ったとみられるo現栃原典落附近の栃原追跡 (中期)がほぼ隣接するので,.中期住民が必要

に応じて栃原岩陰を利用するのはかなり呂常的だったとみられる血㌔ (iii〕鎮 ･晩期以降の先

史時代の利用は,周辺諸追跡がやや離れ,節 .中期にくらべさらに一時的だった上に,･利用

再開時ごとに排土されたから現在では性とんど知ることができfi:いOこの地域の郷土史から

紘,歴史時代の利用度が16C初頭以降急激に高まちた脚ことを指摘できるo

(読)

〔41) 草創期に典中節向のある萄歯日･食肉El等の小型株迫有休から想定される,比較的大丑の毛皮入

手を目的とした狩粥.内水面池野以外の使途をも考えざるをえない大丑の釣針,ある唖の ｢規格

化｣を感じさせる大丑の尖頭馨の作成などが,海産旦匙晶と逝方向の物流に関係す る可能性があ

る｡

(4幻 蕃追跡で草創期.早期以外の迫鞭と確認されている中が中期の旋土であること,中期の厚いl文化

田 (上面剤平以前には1.5m以上あった地点も存在したとちられる:証39参照)などからやや居住的

な利用形腰をうかがえるので,重近距離 (例えは'消滅した岩陰外堆荊上周)に折原迫跡の延長であ

る住居か迫雑があったとも考えられる｡

〔43) 16C初頭に現北相木村役場附近に前脚暁国大名 〔村上氏)の前線支城が建設されてから｡岩陰西

南部の上部から牡申して出土した成人人骨が早掴宋以降この部分に埋辞されたものなら,-本地跡の

利用状況からみて,純文中抽または16と･17C前半の可能性が高い (註14,20.29,3時 冊)こ

遺跡西南部上層の振乱

岩陰西南部の上部には撹乱に尉 っる諸問題があるので,最後にこの部分の利用変遷に一丸 ､

て若干の言及が必要である｡岩陰西南部の最上部は,早期宋以降発掘調査開始時までの岩陰

利用者が撹乱しただけではたく,調査初期の理解のやや困難な方法による発掘の対象にもな

った糾｡さらに上部全体 (-230cmまで)の実作兼の1日あたりの掘 り下げ速度 L(49cm/日)

は未拙乱層の考古学的先掘として性多少早く,~当時の考古学的作業の担当者がこの部分朝狂

乱層とみなしていたとの疑念を捨てきれない蛸｡ただし,岩陰西南部の調査完了後の造物並

製に基づいて作成された逝物出土状況回 (西沢,1982:pp.582･~583)にみるかぎ臼,.大き

(時期由異なる迫物の大丑の混在または屑序の逆転現象はない的｡それゆえ,最上部を除(

岩陰西南部上部の把乱は,1983年発掘部分の上部にみられた早 ･前 ･中期退助の混在を生ぜ-

しめた長期的かつ断絶的な岩陰内全面にわたる地琴南銅盤とは畢なり,岩陰西南部の狭 くは

ないが局限された一区画に加えられた短期的かつ深度をもった撹乱的であり,岩陰西南部の

広 くはない残余の部分は大きく撹乱されなかったと考えられる｡

(証)

(44〕 迫跡発見直軽の第一次調査の発掘深度〔-100cmまで)と弟二次調査の発掘深度 (-110占mまで)

とが韮殻する 摺 沢･佐J再(,1984:pp.3,4〕こと,辞一次調査中断･平面国(小払 1966:pp.

11-13)から不明瞭ながら看取される状況などから考えて,部⊥次調査では,上部から鵜申して出

土した成人人骨周辺のみを軸中的に発掘したとちるべきである｡

(45)l~小松盤が岩陰西南部の上部発掘中は短い略報記部二点を除き木追跡関係の文献･記都を尭蓑せず,
発掘調査が下部に適した1970年以降に数点あ記都･論文を発蓑したのも,岩陰西南部上郡を未撹乱

層とする形質入坑学的見解上は立切を異にした結果,同上部の考古学的解釈の公家をさけ,同下草

の解釈のみを述乍ればよい時点まで発黄を控えていたと考えると理解しやすLl.O
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〔46) 西沢,1982:pp.582･583の出土状況回七,岩陰西南部の上部の屑拝に大きな撹乱がみえないの

ほ,折一次嗣在社も残っていた上部の未控乱部分からの出土迫物 (節二次調査で発掘)のみを小松

が記録しておいたものを宋料として用いた結果かもしれない｡

(47) 氾柵の項{･のべた岩陰西南部上部の炉跡欠如はこの撹乱によl)説明できるo岩陰西南部は,開口

部から岩胎外にかけての斜面がやや急であり(証35参照),い(ら示近接 Lに(かったから,近体

を岩陰内にひきあげて韮地にするには適していた｡なお証14.20.33,43参照｡

ま と め

栃原逝跡で畔71965年から1978年まで15次にわたって岩陰西南部の調査が継続さfL,孤

文草創期から早期中葉までの逝枯 ･過勤が出土したが.語蝕の都情か-ら給食的調査報告宙の

公嚢が遅れ,迫跡の形成過程や利用状況の実態が明らかにできなかった｡

1983年の第16次調査では隣境する東北側の小部分を発掘調査し,23屑を識別し7純真中細

から早期後半に遡る迫柵と迫物を検出したD現在までの成果による限りでは.岩陰の西南部

と東北半の文化周は時間的には連統せず,両者の間には未発掘の3-4型式の文化層が介在

すると考えられるが,基本的には両者旺連続的な単一の迫跡を形成L,政下部に草創軌 つ

いで下部～中部に早期,上部に前 ･中期の文化周が韮丑するという層位構造を想定できた｡

その仮定の上にさらに,他の洞窟 ･岩陰廼跡の利用状況および近隣の同時代の閑地迫跡の

あり方をも合わせてみるならば,草創期から早期にかけては栃原岩陰追跡は桂めて定住性が

高かったことが想定される｡早期以降になると,岩陰内の唯群の発達のた削 こ居住空間が阻 ･

定さ元るとともに.径の利用者が前の生活者の住居面を壊すばかりでなく,岩陰外に唯酢土
を排出したた酬 こ,前代の逝物包含屑が失なわれる結果を招いたo岩陰の利用も,前期以降

Iも 時代によって若干の鮭重は認められるものの,一般的n:燐向としてはしだいに一時的利

用が繰 り返されるばかりとなっていった｡

なお,岩陰西南部は他の部分に比べて岩庇が低いために,早期末の掛 こほほは椎田土によ

って埋まt),居住空間としての利用は困難になったと考えられ,その軌 その一画の荘上部

は,痘い期間内に,何らかの目的でかなりの深さまで掘り返して利用されたと考えられるo
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